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防災研究所・宇治川水理実験所本館一一関連記事本文 126ページ一一
自 次
il＇.間総長， ドイツ連邦共和国の大学等を訪問一－ . 126 
放射線生物研究センタ ー創立5周1＇－記念 講証i会…… 126
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施設名称 使 用 目 的
局地異常気象 ｜災害に関連す悶帥吋
観測施設 送機構の観測（本広報ぬ181参照）


























































言く随想＞ つてきた。いわゆるさ詳際研究の必、要1生が特に顕ミ； 専門研究と学際研究 著になってきた吋るo すなわち従来の専門；
研究が縦型のものとすれば，これを横につなぐ三
~ 構木義一 幾つかの学際研究の重要性が増してきたのであ i
2 昭和昨に京都帝国大学工 る。そして縦型の専門研究は永続的なものであ i
l学部機械工学科を卒業して以 ／ も るのに対して，学際研究は問題を意識した有限 i
e来40年余りを大学における研 ；！？李 寿命のいわゆるプロジェクト的性格をもったも i
t川併： t
？究と教育に携わるとともに， をふ J のとなろう。即ち，研究体制にもマトリックス 5
0現在京都産業大学教授として 曹 金 権造が考えられるのである。一方このマト 1)・:; 0 
ー… 一ー
？の職を奉ずる傍ら，システム 可葱， クス構造なる組織は企業経営の最近の形態とし i
i科学 ・技術を通じての産業界 吋 F てやかましく言われているものであるが，科学；
0 と学界とのつながりを行うべく社団法人システ の発展を指向した組織にも同じ構造が考えられ i
fム総合研究所の理事長の職責をけがしている筆 るのではなかろうか。さてこうなると専門の異－
j者が，昨今特に感じていることを申し上げてみ なる人達が互いに他を理解しながら共同研究を ：
ミ たい。 行う必要に辿られる。この間のや，，介役を行うの i




？ぃ。いわゆる学際的（interdisciplinary）な研 目をするのがシステム科学 ・技術なのである0 0 







！ てきたのである。科学はもともと人間福祉に役 門研究と学術研究は縦と横の関係として互いに i





jが強調され始めたこともその典型的な例であろ てくる。 これこそ既に35年の歴史をもっと共 5
~ う。特に最近は環境問題，資源エネルギー問題 に，最近のマイクロエレクトロニ yクスと通信 j
iなどの発生によって，科学 ・技術の見直しが迫 の技術に支えられて革命的発展をとげつつある i
0 られている。 コンピュータの発達と連動して考えられる知識 s
~ 一方学問の進歩という視点にたって考えても 工学システムと称せられるマンマシン ・システ i
’細分化だけではどうにもならなくなり，他の領 ムであろう。これに向けてのそれこそ学際的な u
i域とのつながりを考えないでいたり，社会のニ あらゆる学問分野の協力が期待される。 2 
lー ズを無視していてはその進展はありえなくな （さわらぎ よしかず本学名誉教授昭稿J552 
iってきた。ここに科学の社会性が急速にたかま 年退官 元原子エネノレギー研究所長） ！ 
ι小中川中州む巾O 川l”中，巾＜＞＂ I＜＞・巾＝＂＂』 C 山，o州
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